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要　　旨

兵庫県において主要な竹林であるマダケ林・モウソウチク林でのタケ類天狗巣病の発症および枯死の状況

の概要を現地調査および文献調査により把握した．マダケ林 205 林分，モウソウチク林 147 林分を調査し

た結果，マダケ林については県内で広く発症が確認され，発症率は 95.6%，枯死林分は軽度の枯死度 2 の

林分が 136 林分（66.3％）と最も多かったものの，林分面積の 75％以上が枯死稈に被われる重度の枯死林

分も確認された．またモウソウチク林については，発症率は 3.4% と極めて低く，発症林分のいずれも軽度

の枯死度 2 の林分であった．以上のことから，兵庫県におけるタケ類天狗巣病発症は，モウソウチク林で

軽微でマダケ林で顕著であること，マダケ林におけるタケ類天狗巣病の発症は県内で広く生じており，その

発症林分の多くは枯死の程度が軽微ではあるものの，枯死が顕著な林分も確認されていることから，今後の

症状の変化や生物多様性への影響について詳細な調査が必要であることが示唆された．
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はじめに

里山景観の主要な構成要素の一つであるマダケ，モウ

ソウチク，ハチクの優占する竹林は，タケノコ栽培や竹

材生産を主目的として国内各地で維持管理されてきた．

しかし，戦後のプラスチック製品の普及や外国からの安

価なタケノコの輸入などにより国内の竹材の価値は低下

したため竹林の管理は放棄され（柴田，2003），タケ類

の里山林への侵入（Okutomi et. al，1996；瀬嵐ほか，

1989） や竹林面積の拡大（鳥居・井鷺，1997；鳥居，

1998；大野ほか，1999；三宅ほか，2000；甲斐・辻井，

2004）による里山景観の単純化，竹林化した里山林に

おける植物の種多様性の低下（瀬嵐ほか，1989) といっ

た問題が生じている． 

一方，近年，タケ類天狗巣病（Witches’- broom of 

bamboo）というタケ類が枯死に至る病気（岡村 ( 編 )，

1991）がマダケ林に発生し，里山景観の悪化を招いて

いる（写真１，２）だけでなく，枯死の程度のひどい発

症林分では種組成に大きな変化が生じていることが兵

庫県南部において報告されている（橋本ほか，2006)．

タケ類天狗巣病の原因菌の Aciculosporium take 

Miyake については，その国内での分布についての報告

（田中ほか，2002）はあるものの，本病の発症状況やそ

れによる竹林の枯死状況について扱った研究は兵庫県南
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部以外になく（橋本ほか，2006)，兵庫県全域における

本病の発症状況も不明である．本病を原因とする竹林の

枯死により竹資源の枯渇，里山景観の激変，生育立地に

おける土砂崩壊などの防災上の問題が生じる反面，多大

な労力がかかる竹林の分布拡大の抑制対策の一つとし

て利用できる可能性があることが指摘されており（橋本

ほか，2006)，今後の里山景観や生物多様性の保全を考

える上でタケ類天狗巣病の発症状況の把握は重要といえ

る．

そこで本研究は，兵庫県において主要な竹林であるマ

ダケ林・モウソウチク林でのタケ類天狗巣病の発症およ

び枯死の状況の概要を広域的に把握し，本県における竹

林の景観性・持続性可能性に対する本病の影響を検討す

るための基礎資料をとりまとめたので報告する．

調査方法

調査は 2006 年 7 月から 9 月にかけて兵庫県のマダ

ケ林およびモウソウチク林にて行った．タケ類天狗巣

病の発症状況を兵庫県で広く調査するため，兵庫県下

を 31 地区に区分している 2 次メッシュ（1/5 万地形

図）を表１に示すように組み合わせて 19 の調査地区と

し，各調査地区においてマダケ林 5 林分以上，モウソ

ウチク林 4 林分以上を調査した．なお林分同士が近接

しないよう十分に距離を置くようにして調査林分を選定

した．

調査項目は各林分の位置，優占種，天狗巣病の発症状

況および林分におけるタケ類の枯死状況とし，位置につ

いてはＧＰＳ (Garmin 社製 e-trex VISTA) を用いて測

位し緯度・経度を記録した．発症状況については，マダ

ケ林およびモウソウチク林の林縁部および林冠部を肉眼

（高所は倍率 10 倍の双眼鏡）にて隈なく観察し，萎縮

して小鱗片状となった葉がともなう蔓状の枝（写真３）

または箒状の枝（写真４）が確認された場合のみ，天狗

巣病の発症と判定した．枯死状況については，マダケ林

およびモウソウチク林の全体を観察し，天狗巣病の発症

の有無と調査林分の面積に対する枯死稈被度から判定す

る枯死度（以下に示す 5 段階）によって竹林の景観性

の悪化および持続可能性について評価した．

枯死度１：天狗巣病の発症が確認できない

枯死度２：天狗巣病が発症し，枯死稈被度が林分面積

の 25％未満

枯死度３：天狗巣病が発症し，枯死稈被度が林分面積

の 25％以上 50% 未満

枯死度４：天狗巣病が発症し，枯死稈被度が林分面積

の 50％以上 75% 未満

枯死度５：天狗巣病が発症し，枯死稈被度が林分面積

の 75％以上

そして，本調査の結果と橋本ほか（2006) による兵庫

県三田市における調査結果（マダケ林 76 林分，モウソ

ウチク林 42 林分）をとりまとめ，兵庫県におけるマダ

ケ林とモウソウチク林のタケ類天狗巣病による枯死状況

を分布図に示すとともに，マダケ林とモウソウチク林の

それぞれについて総調査地点数に対する発症林分の割合

（発症率），総調査地点数に対する各枯死度の割合を算出

した．

結果および考察

表 1 に各調査地区における調査地点数を示した．本

研究による調査林分数はマダケ林が 129 林分，モウソ

ウチク林が 105 林分で，以後，既往研究（橋本ほか，

2006）の調査結果をあわせ，マダケ林 205 林分，モウ

ソウチク林 147 林分について集計を行った．

図１，図 2 に兵庫県全域におけるタケ類天狗巣病に

よるマダケ林，モウソウチク林の枯死状況を示した．マ

ダケ林についてみると，未発症林分が新温泉町，香美町，

豊岡市，養父市および三田市内で確認されたが少数で，

大半は枯死度２以上の発症林分であり県内全域で広がっ

て分布していた．また，枯死の程度が高く林分の荒廃が

目立つ枯死度３以上の林分は阪神間に比較的多く分布す

る傾向がみられた（図１）．モウソウチク林については

発症林分は少なく，分布も阪神間から北部にかけて点在

しており特別な傾向は認められなかった．

表１　調査地区における調査地点数
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図１　兵庫県におけるタケ類天狗巣病によるマダケ林の枯死状況
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図２　兵庫県におけるタケ類天狗巣病によるモウソウチク林の枯死状況
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表 2 にマダケ林およびモウソウチク林におけるタケ

類天狗巣病の発症率および枯死度ごとの林分数とその

比率を示した．マダケ林についてみると，発症率は 95．

6％と非常に高く，軽度の枯死度 2 から重度の枯死度 5

までのいずれの林分も確認された．枯死度ごとの林分数

とその比率については枯死度 2 の林分が 136 林分（66．

3％）と最も多く，次いで枯死度 3 の林分が 32 林分（15.6

％）と多かった（表２）．モウソウチク林についてみると，

発症率は 3.4％で，発症林分はほとんどみられず，それ

らはすべて枯死の程度の軽い枯死度 2 の林分であった．

マダケ林とモウソウチク林での発症率の差は 92.4% と

非常に大きかった．

以上の結果をまとめると，マダケ林ではタケ類天狗

巣病の発症率が 95.6％と高く（表 2），発症林分は県内

に広範囲に分布していることが明らかとなった（図 1)．

また本病による林分の枯死状況については，枯死度 2

の林分の割合が 66.3% と半数以上を占めていること（表

2）から現状では本県におけるマダケ林の枯死は比較的

程度が低いといえる．しかし，タケ類天狗巣病はタケ類

を枯死に至らしめる病気であること（田中ほか，2002)

や林分面積の 50％以上を枯死稈で被われる枯死度 4・

5 の林分も県内各地で確認されていること（表 2，図 1)

から，今後，症状が進行して重度の枯死林分となるおそ

れがある．ただし，タケ類天狗巣病の発症から枯死に到

るまでどの程度の期間を要するかや，いつ頃から兵庫県

下で広く本病が発症し始めたのかなどは不明であり，現

状で比較的症状の軽いマダケ林の症状の変化についても

今後監視を続ける必要がある．また，重度の枯死林分が

里山景観の悪化を招いていることは明らかであるが，発

症における生物多様性への影響については不明な点が多

いことから今後詳細な調査が必要である．

モウソウチク林については，タケ類天狗巣病の発症率

が 3.4％と低く（表 2），発症林分での枯死の程度も枯死

度 2 と軽いことから，現状では兵庫県においてモウソ

ウチク林に対するタケ類天狗巣病の影響は軽微といえる

が，発症林分も存在することから今後の発症林分の動向

については監視する必要があると考えられる．
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表２　マダケ林およびモウソウチク林におけるタケ類天狗巣病の

発症率および枯死度ごとの林分数とその比率数
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